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主催：神奈川県民俗芸能保存協会　共催：神奈川県、公益財団法人はまぎん産業文化振興財団
後援：神奈川県教育委員会、横須賀市教育委員会、茅ヶ崎市教育委員会、三浦市　 協賛：横浜銀行
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FOLKLORIC PERFORMING ARTS FESTIVAL IN KANAGAWA

移りゆく時代の中で、地域に暮らす人々に代々受け継がれてきた
音楽や踊りや芝居などがいま、見直されています。

神奈川県には、山村、農村、そして市街地にも、さまざまな民俗芸能が伝承されてきました。
また県内には海に関する文化や芸能も多く伝えられています。今回は、海にまつわる豊かな

文化遺産の中から、三つの芸能をご紹介いたします。

写真・文章の無断転載はおことわりします。制作協力：一般社団法人文化財共働、三報社印刷

神奈川県民俗芸能保存協会 芸能祭実行委員会事務局
お問合せ  TEL：042-785-0111（平本）　Mail: office@kanagawa-mzg.jp　URL：https://kanagawa-mzg.jp/

＊会場での撮影・録音はかたくおことわりいたします。

期　　日 令和５(2023)年12月3日（日）
会　　場 はまぎんホール ヴィアマーレ（横浜銀行本店ビル１階）
時　　間 午後１時30分開演（午後1時開場／午後３時45分終演予定）
入  場  料 無料（事前申込みが必要）
募集人数 400名 ※未就学児の入場はご遠慮ください。  ※お申込み多数の場合には抽選となります。

開
催
要
項

申込期限 令和５(2023)年11月3日（金・祝）　当日消印有効

申込はがきの宛先 〒220-8611　横浜市西区みなとみらい3-1-1
はまぎん財団「かながわ民俗芸能祭」係

※入場券（往復はがき返信）の発送は 11 月中旬を予定しています。
　はがきに記載された個人情報は、本催事のみに使用し、厳正に取扱います。

申
込
方
法

往復はがき1枚に、郵便番号・住所・氏名・電話番号・参加人数
（1名または2名）・返信用宛先を明記のうえ、下記までお申し込みください。
※ご応募は1名様1枚に限ります。

TEL
URL
：045-225-2173（はまぎんホール  ヴィアマーレ）
：https://www.yokohama-viamare.or.jp

※会場には駐車場がありません。公共交通機関をご利用ください。

●ＪＲ・横浜市営地下鉄　「桜木町駅」下車  
　動く歩道利用  徒歩５分 
●みなとみらい線「みなとみらい駅」下車  徒歩7分

ア
ク
セ
ス

さ
く
ら
通
り

石川町方面

横浜方面

みなとみらい駅

みなとみらい出入り口

地下鉄桜木町駅

はまぎんホール
ヴィアマーレ（１F）横浜銀行本店ビル

国際大通り

みなとみらい大通り

けいゆう病院

横浜メディアタワー

横浜美術館

三菱重工横浜ビル
横浜ランドマークタワー

日石横浜ビル

クイーンズスクエア横浜

日本丸
メモリアルパーク

みなとみらい線

マークイズ
みなとみらい

みなとみらい
グランド
セントラルタワー

県民共済プラザビル
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国道16号◀至横浜

首都高速横羽線

↓べテストリアンデッキ ↓動く歩道

ＪＲ桜木町駅

東京・横浜のベッドタウンとして、また商
業施設の新設などで大きく景観が変化した
茅ヶ崎市柳島の浜に漁村があったことを物
語る貴重な芸能です。かつて南湖や柳島に
は、アジやイワシの大群が押し寄せ、浜は
たいそう賑わいました。あふれるほどの魚
を積んで戻った船を浜に引き上げるときに
歌われた縁起のよい歌です。歌詞からは当
時の生活やまちの様子がうかがえます。一
時衰退しましたが昭和50年(1975)頃から有
志の方々によって復活し、今では地域の大
切な伝承として歌い継がれています。

柳島大漁船上げ唄
茅ヶ崎市柳島／柳島大漁船上げ唄好友会

やなぎ しま  たい りょう ふな あ　　　　　うた

マグロ漁港として知られる三浦市三崎漁港
近くに鎮座する海南神社は、漁師たちの崇
敬を集める土地と海の守り神です。夏の例
大祭の神輿渡御では、大太鼓を先頭に、猿
田彦、風、雨の面が先導し、その後ろを大
きな雌雄二頭の獅子、山車、神輿、山車の順で、
街を練り歩きます。木遣師の歌う木遣りの
受け答えに呼応して獅子が進むのも、この行
道（お練り）獅子の特徴です。起源を平安時
代まで遡るといわれる獅子は、悪霊や災い
を祓って福を招くといわれ、氏子の家の前
ではとくに獅子を練って進みます。

海南神社夏祭りの
　　行道（お練り）獅子
三浦市三崎／海南神社行道面保存会

 かい   なん   じん   じゃ

　　　　　　ぎょう どう　　 　　   ね 　　　　　　じ　　し

横須賀市長井町の新宿地区に伝わるあめや
踊りは、江戸時代の終わり頃に、房総方面
から伝えられたといわれています。この踊
りは万作踊りとも呼ばれ、かつては関東一
円で行われていた芸能で、青年たちにより
地域の祭礼や祝い事の場で演じられてきま
した。戦後は一時途絶えましたが昭和48
年 (1973) 頃から小中学生の女子が踊り手
となって復活しました。演目には「三番叟」
「ねんねこ」「白枡粉屋」などの手踊りと、
せりふが入る段物、お囃子があります。

長井町飴屋踊
横須賀市長井／長井町飴屋踊り保存会

 なが    い    ちょう   あめ    や   おどり

なん　ご まん さく

　　　　　　　　　だん もの　　　　　はや　し
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